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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 118,237 △0.8 2,306 △23.4 2,953 △4.0 1,943 4.3

2023年３月期第３四半期 119,194 11.8 3,012 17.3 3,077 18.5 1,862 △2.9
(注) 包括利益 2024年３月期第３四半期 1,774百万円(△25.5％) 2023年３月期第３四半期 2,382百万円( △6.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 46.60 －

2023年３月期第３四半期 44.59 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 86,079 36,549 41.9

2023年３月期 80,725 35,922 43.9
(参考) 自己資本 2024年３月期第３四半期 36,088百万円 2023年３月期 35,475百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 25.00 25.00

2024年３月期 － 0.00 －

2024年３月期(予想) 29.00 29.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 160,000 2.1 2,800 △23.4 3,700 16.7 2,400 39.5 57.58
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期３Ｑ 41,780,000株 2023年３月期 41,780,000株

② 期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 146,187株 2023年３月期 16,987株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 41,698,413株 2023年３月期３Ｑ 41,763,121株

(注) 2024年3月期第１四半期連結会計期間より、業績連動型株式報酬制度を導入しております。

期末自己株式数及び期中平均株式数の算定に当たり控除する自己株式数には、当該制度に係る株式交付信託の保有する当社

株式129,200株を含めて記載しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としているものであり、実際の業

績は今後の様々な要因により大きく異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の売上高は、1,182億３千７百万円と前年同期の0.8％にあたる９億５千７百万円の減収、

営業利益は23億６百万円と前年同期の23.4％にあたる７億５百万円の減益、経常利益は29億５千３百万円と前年同期

の4.0％にあたる１億２千３百万円の減益となり、親会社株主に帰属する四半期純利益については、19億４千３百万円

と前年同期の4.3％にあたる８千万円の増益となりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益は46.60円となりました。

なお、主な要因は以下のとおりであります。

・売上高については、第一事業、自動車・電池材料事業は好調に、第三事業が前年同期並に推移したものの、第二

事業が低調に推移したため減収となりました。

・営業利益については、売上高の減少、販売費及び一般管理費の増加により減益となりました。

・経常利益については、持分法適用会社において収益が回復したことにより営業外損益が改善したものの、営業利

益の減少、投資先からの受取配当金の減少により減益となりました。

・法人税等については、課税所得の減少により減少となりました。

・親会社株主に帰属する四半期純利益については、上記要因の結果、増益となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントに含まれない事業セグメントである「その他」区分におけ

る事業の一部取引を「第三事業」に移管いたしました。

これに伴い、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記

載しております。

セグメントごとの主な事業及び主な取扱商品は次のとおりであります。

セグメントの名称 主な事業 主な取扱商品

第一事業
資源・環境ビジネス事業
難燃剤事業
機能建材事業

レアアース・レアメタル、環境関連、金属関連
難燃剤
断熱材、防水材、内装材

第二事業 石油製品事業 潤滑油、ベースオイル、添加剤

第三事業

高機能素材事業
機能化学品事業
合成樹脂事業
無機薬品事業

フィルム製品、印刷原材料
製紙薬剤、粘接着剤
合成樹脂原料、合成樹脂製品
無機薬品

自動車・電池材料事業
自動車事業
電池材料事業

自動車部品関連
電池材料
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① 第一事業

売上高は、322億６千９百万円と前年同期の5.2％にあたる15億８千７百万円の増収、セグメント利益につきまし

ては、12億１千１百万円と前年同期の0.4％にあたる４百万円の増益になりました。

これは主に各取引が以下のとおり推移した結果によるものです。

・資源・環境ビジネス事業は、環境関連、金属関連は前年同期並に推移しましたが、資源関連は低調に推移しま

した。

・難燃剤事業は、前年度の需要増の反動により、低調に推移しました。

・機能建材事業は、防水材は前年同期並に推移したものの、断熱材、内装材は好調に推移しました。

② 第二事業

売上高は、367億１千７百万円と前年同期の6.0％にあたる23億３千３百万円の減収、セグメント利益につきまし

ては、５億３千８百万円と前年同期の62.5％にあたる８億９千９百万円の減益になりました。

これは主に各取引が以下のとおり推移した結果によるものです。

・国内向けベースオイルは好調に推移したものの、添加剤は低調に推移しました。また、海外向けベースオイル、

添加剤は前年同期並に推移しました。

・中国潤滑油事業は、産業機械潤滑油は前年同期並に推移しましたが、冷凍機油は低調に推移しました。

上記に加えて、前第３四半期連結累計期間において、計上した受取配当金の反動減も、セグメント利益減益の要

因となりました。

③ 第三事業

売上高は、439億８千２百万円と前年同期の1.9％にあたる８億４千３百万円の減収、セグメント利益につきまし

ては、８億５千９百万円と前年同期の4.5％にあたる４千万円の減益になりました。

これは主に各取引が以下のとおり推移した結果によるものです。

・高機能素材事業は、印刷原材料は前年同期並に推移したものの、フィルム製品は低調に推移しました。

・機能化学品事業は、粘接着剤は前年同期並に推移したものの、製紙薬剤は低調に推移しました。

・合成樹脂事業は、合成樹脂原料、合成樹脂製品ともに前年同期並に推移しました。

・無機薬品事業は、好調に推移しました。

④ 自動車・電池材料事業

売上高は、52億６千８百万円と前年同期の13.6％にあたる６億３千２百万円の増収、セグメント利益につきまし

ては、１億８千３百万円と前年同期から８億９千万円の増益（前年同期は７億６百万円の損失）になりました。

これは主に以下のとおり推移した結果によるものです。

・自動車事業は、持分法適用会社における収益が改善し、増益になりました。

・電池材料事業は、自動車用などの電池材料販売が好調に推移しました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、860億７千９百万円と前連結会計年度末の6.6％にあたる53億５千３百

万円の増加となりました。負債は、495億２千９百万円と前連結会計年度末の10.5％にあたる47億２千６百万円の増

加となり、また、純資産は365億４千９百万円と前連結会計年度末の1.7％にあたる６億２千７百万円の増加となり

ました。

この結果、自己資本比率は41.9％となりました。

なお、主な要因は以下のとおりであります。

・総資産については、主に現金及び預金と売上債権の増加により、流動資産が前連結会計年度末の9.2％にあたる

58億６千２百万円の増加となったことによるものであります。

・負債については、主に仕入債務の増加により、流動負債が前連結会計年度末の11.1％にあたる44億９千４百万

円の増加となったことによるものであります。

・純資産については、主に利益剰余金の増加により、前連結会計年度末の4.0％にあたる８億９千８百万円の増加

となったことによるものであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,418 10,727

受取手形、売掛金及び契約資産 36,260 39,351

電子記録債権 9,421 10,937

商品 8,721 7,828

その他 869 748

貸倒引当金 △224 △264

流動資産合計 63,466 69,329

固定資産

有形固定資産 1,079 1,306

無形固定資産 141 109

投資その他の資産

投資有価証券 14,911 14,321

その他 1,148 1,053

貸倒引当金 △22 △40

投資その他の資産合計 16,038 15,334

固定資産合計 17,258 16,750

資産合計 80,725 86,079

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,289 31,890

短期借入金 7,258 6,166

1年内返済予定の長期借入金 590 20

未払法人税等 880 160

賞与引当金 703 433

役員賞与引当金 － 14

その他 4,857 6,389

流動負債合計 40,579 45,073

固定負債

長期借入金 87 546

退職給付に係る負債 847 793

株式報酬引当金 － 13

その他 3,288 3,101

固定負債合計 4,223 4,455

負債合計 44,803 49,529
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,024 4,024

資本剰余金 2,761 2,761

利益剰余金 22,370 23,268

自己株式 △4 △89

株主資本合計 29,151 29,965

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,124 3,355

繰延ヘッジ損益 △3 △13

為替換算調整勘定 2,313 2,867

退職給付に係る調整累計額 △110 △85

その他の包括利益累計額合計 6,323 6,123

非支配株主持分 447 460

純資産合計 35,922 36,549

負債純資産合計 80,725 86,079
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 119,194 118,237

売上原価 110,228 109,747

売上総利益 8,965 8,489

販売費及び一般管理費 5,953 6,182

営業利益 3,012 2,306

営業外収益

受取配当金 490 187

持分法による投資利益 － 325

その他 215 221

営業外収益合計 705 733

営業外費用

支払利息 102 52

持分法による投資損失 421 －

その他 117 34

営業外費用合計 640 86

経常利益 3,077 2,953

特別利益

投資有価証券売却益 5 2

負ののれん発生益 25 －

その他 0 0

特別利益合計 30 2

特別損失

固定資産売却損 － 0

投資有価証券売却損 0 －

その他 － 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 3,107 2,955

法人税、住民税及び事業税 1,153 767

法人税等調整額 34 213

法人税等合計 1,188 981

四半期純利益 1,919 1,974

非支配株主に帰属する四半期純利益 57 31

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,862 1,943
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益 1,919 1,974

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 120 △909

繰延ヘッジ損益 △31 △9

為替換算調整勘定 △32 219

退職給付に係る調整額 47 31

持分法適用会社に対する持分相当額 358 468

その他の包括利益合計 463 △199

四半期包括利益 2,382 1,774

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,327 1,742

非支配株主に係る四半期包括利益 55 31
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
第一事業 第二事業 第三事業

自動車・

電池材料事業
計

売上高

　日本 27,710 4,330 42,012 1,691 75,745 0 75,745

　中国 858 33,020 1,308 2,628 37,816 － 37,816

　その他 2,112 1,699 1,504 315 5,632 － 5,632

　顧客との契約から生じ
　る収益

30,682 39,050 44,825 4,635 119,194 0 119,194

　その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 30,682 39,050 44,825 4,635 119,194 0 119,194

セグメント間の内部
売上高又は振替高

34 103 12 － 150 － 150

計 30,716 39,154 44,838 4,635 119,345 0 119,345

セグメント利益
又は損失(△)

1,207 1,438 900 △706 2,840 △23 2,816

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 2,840

「その他」の区分の利益又は損失(△) △23

セグメント間取引消去 △55

全社費用(注) 316

四半期連結損益計算書の経常利益 3,077

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
第一事業 第二事業 第三事業

自動車・

電池材料事業
計

売上高

　日本 29,080 4,209 41,408 1,832 76,530 － 76,530

　中国 1,318 31,082 1,363 3,348 37,112 － 37,112

　その他 1,870 1,426 1,210 86 4,593 0 4,594

　顧客との契約から生じ
　る収益

32,269 36,717 43,982 5,268 118,237 0 118,237

　その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 32,269 36,717 43,982 5,268 118,237 0 118,237

セグメント間の内部
売上高又は振替高

21 101 10 － 133 0 134

計 32,290 36,818 43,992 5,268 118,370 0 118,371

セグメント利益
又は損失(△)

1,211 538 859 183 2,794 △102 2,691

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 2,794

「その他」の区分の利益又は損失(△) △102

セグメント間取引消去 △60

全社費用(注) 322

四半期連結損益計算書の経常利益 2,953

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントに含まれない事業セグメントである「その他」区分における事業

の一部取引を「第三事業」に移管いたしました。

これに伴い、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記

載しております。

詳細につきましては、「１． 当四半期決算に関する定性的情報」をご参照ください。

　


